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平成30年度からスタートした第３期森林づくり県民税では、里山の間伐に加え、「森林と人」、「森林と地域」
の繋がりを再生し、地域住民による持続的な里山の管理と森林資源を利活用する取り組みを支援しています。
今回、この県民税を活用した「里山整備利用地域リーダー育成事業」により、南信州地域の課題である荒

廃竹林の解消と竹の活用を推進するため、竹林整備の新たな取組みなどを学び、里山の利活用を進める人材を
育成することを目的として、平成31年2月17日（日）に下伊那郡喬木村富田地区において、竹林の多面的利
活用講習を行いました。講習会には地域住民を中心に60名以上が参加し、午前中は(有)長野索道代表取締役 
萩原 順治 氏の指導の下、竹林での技術講習、午後は天竜川鵞流峡復活プロジェクト代表曽根原 宗夫 氏と中
川村 竹の会「夢里人」事務局澤田 雄介 氏の先進的な竹林活用の事例を発表していただきました。

 【信州の木活用課】
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平
成
三
十
一
年
一
月
十
七
日（
木
）に
、東
京
都
千
代
田
区
の
星
陵
会
館
に
お
い
て
、

レ
ー
ザ
ー
セ
ン
シ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
核
と
す
る
ス
マ
ー
ト
林
材
業
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
に
係
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
平
成
二
十
八
年
か
ら
、
信
州
大
学
・
北
信
州
森
林
組
合
・
民
間
企
業

等
に
よ
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
精
密
林
業
の
た
め
の
先
進
的
な
技
術
開
発
・

実
証
が
全
国
に
先
駆
け
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
林
業
関
係
者

に
加
え
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
の
有
識
者
を
招
き
、
現
在
の
成
果
と
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
の
発
表
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
信
州
大
学
の
濱
田
学
長
、
林
野
庁
の
牧
元
長
官
、
長
野
県

の
太
田
副
知
事
な
ど
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
基
調
講
演
・
事
例
紹
介
の
ほ
か
、
活
発

な
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
を
行
っ
た
、
㈱
三
菱
総
合
研
究
所
の
小
宮
山
理
事
長
か
ら
は
、
木
材
産

業
が
「
五
兆
円
産
業
」
に
な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
進

歩
し
て
い
る
今
こ
そ
、
皆
で
取
り
組
む
時
代
だ
と
い
う
発
起
が
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
大
使
館
の
木
村
上
席
商
務
官
か
ら
は
、
木
材
の
多
様
な
資
源
利
用
と
産
業
展
開
の

実
例
等
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

事
例
紹
介
で
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
、
森
林
信

託
、
高
層
木
材
建
築
に
取
り
組
む
企
業
等
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
川
上

か
ら
川
下
ま
で
木
材
の
需
給
情
報
を
繋
げ
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

は
、
先
端
の
北
欧
等
の
情
報
・
技
術
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
林
業
界
以
外
の
産
業
の
発
想
を

取
り
入
れ
、
ミ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
国
内
で
は
、
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
シ
ン
グ

  
日
本
林
業
成
長
産
業
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
林
業
成
長
産
業
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

    
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
精
密
林
材
業
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
マ
ー
ト
精
密
林
材
業
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
inin
東
京
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

東
京
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

等
に
よ
り
、
把
握
し
に
く
い
と
言
わ
れ
た
森
林
資
源
が
詳
細
に
把
握
で
き
る
技
術
が

進
歩
し
、
今
ま
で
は
林
業
の
世
界
と
無
縁
だ
っ
た
、
情
報
関
連
の
企
業
等
に
も
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
産
業
界
で
は
、
公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
耐
火
木
材
製

品
等
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
の
建
築
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
な
ど
、
新
た
な
木
材
需
要
も
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
木
材
需
要
に
対
応

で
き
る
、
安
定
的
な
木
材
供
給
の
仕
組
み

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
・
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ

イ
ム
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
）が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
現

に
向
け
て
は
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関

係
者
や
技
術
者
の
連
携
と
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
の
活
用
が
不
可
欠
で
す
。

　

長
野
県
で
は
、
今
後
と
も
、
信
大
等
の

最
先
端
の
技
術
開
発
・
実
証
の
取
り
組
み

を
支
援
し
な
が
ら
、
そ
の
成
果
を
効
率
的

に
県
内
の
林
業
関
係
者
に
広
げ
、
林
業
の

成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の
持
続
的
管
理

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
シ
ン
グ
：
航
空
レ
ー
ザ
や
ド
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
た
詳
細

　

な
資
源
の
把
握
技
術
で
す
。

※
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
：
林
業
に
お
い
て
は
、
木
材
需
要
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

　

し
、
生
産
・
加
工
・
流
通
の
連
携
に
よ
り
、
最
適
な
納
期
と
ロ
ッ
ト
で
供

　

給
さ
れ
る
一
連
の
流
れ
の
こ
と
で
す
。

※
Ｃ
Ｌ
Ｔ
：
板
の
繊
維
方
向
を
交
互
に
直
交
す
る
よ
う
に
接
層
接
着
し
た
厚

　

型
パ
ネ
ル
。
欧
州
で
開
発
さ
れ
、高
層
木
造
建
築
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

【
信
州
の
木
活
用
課
】

挨拶する太田副知事挨拶する太田副知事

 フィンランドの取組発表 フィンランドの取組発表
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平
成
平
成
三
十
三
十
年
度
年
度  

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催

　

今
年
度
は
、
国
有
林
関
係
か
ら
十
七
課
題
、
民
有
林
・

学
校
関
係
等
か
ら
十
六
課
題
の
計
三
十
三
課
題
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
森
林
技
術
」、「
森
林
保
全
」、「
森
林
ふ

れ
あ
い
」
の
各
部
門
に
お
い
て
、
山
地
災
害
や
ニ
ホ
ン
ジ

カ
へ
の
対
策
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
等
の
先
端
技
術
を
用
い
た
技
術
開

発
等
多
岐
に
わ
た
る

様
々
な
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
日
目
の
発
表
終

了
後
に
は
、
信
州
大

学
農
学
部
岡
野
哲
郎

教
授
か
ら
、
二
日
目

は
名
古
屋
大
学
大
学

院
生
命
農
学
研
究
科

田
中
隆
文
准
教
授
か

ら
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

一
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
、
中
部
森
林
管
理

局
大
会
議
室
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
度
中
部
森
林
技
術

交
流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
国
有
林
や
民
有
林
の
行
政
・
教
育
・

研
究
機
関
等
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
共

有
し
、
成
果
の
普
及
と
森
林
・
林
業
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今

回
で
通
算
六
十
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
発
表
と
し
て
、
林
野
庁
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
有
限
会

社
金
山
林
業
石

井
良
典
氏
よ
り

「
生
産
性
向
上

実
現
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
取
組
」
を

発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、

二
日
間
で
発
表

者
・
聴
講
者
等

を
含
め
延
べ
三

五
〇
名
を
超
え

る
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

受
賞
課
題
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
発
表
順
で
掲
載
）

❖
国
有
林
関
係

❖
国
有
林
関
係

※
局
長
優
秀
賞

☆
樹
齢
一
七
〇
年
を
越
え
た
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
動
態

　
　
　
　
　
　

〜
赤
沼
田
天
保
林
の
調
査
報
告 

〜

　
　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

 

三
村 

晴
彦

☆
既
設
治
山
ダ
ム
を
活
用
し
た
流
木
捕
捉
工
の
開
発

　
　

〜
流
木
災
害
防
止
緊
急
治
山
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　
　

東
濃
森
林
管
理
署　
　
　
　
　
　
　
　

 

菅
野 

暢
晃

　
　

中
部
森
林
管
理
局　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
澤 

敏
雄

　
　

中
信
森
林
管
理
署　
　
　
　
　
　
　
　

 

宗
廣 

克
徳

☆
南
信
森
林
管
理
署
に
お
け
る
「
つ
い
で
見
回
り
・

　

通
報
」
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

南
信
森
林
管
理
署 　
　
　
　

  

渡
邊 

修
・
有
永 

心

　
　

上
伊
那
猟
友
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

竹
入 

正
一

　
　

宮
下
建
設
株
式
会
社　
　
　
　
　
　
　

 

新
井 

伸
弘

☆
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
活
用
し
た

　

国
有
林
利
用
の
推
進

　
　

木
曽
森
林
管
理
署　
　
　

池
端 

久
美
子
・
古
澤 

博

○
民
有
林
部
門

※
審
査
委
員
特
別
賞

☆
屋
根
型
道
づ
く
り
７
・
７
豪
雨
の
被
災
状
況
と
課
題

　
　

岐
阜
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
協
会　
　
　
　

 

中
谷 

和
司

○
学
生
部
門

※
審
査
委
員
特
別
賞

☆
環
境
性
と
経
済
性
が
安
定
し
て
恒
続
す
る
森
林
を

　

目
指
し
て　

〜
育
成
木
の
選
木
方
法
の
検
討
〜

　
　

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川 

裕
示
・
中
齋 

秀
友

　

そ
の
他
の
賞
の
受
賞
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
部
森
林

管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 （
http://w

w
w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/fukyu/
kouryuhappyoukai/h30-kekka.htm

l）

【
中
部
森
林
管
理
局
】

受賞者と審査関係者で記念撮影受賞者と審査関係者で記念撮影

発表会場の様子発表会場の様子
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春の山火事予防にご協力ください!!春の山火事予防にご協力ください!!
春は特に空気が乾燥し、強い風が吹くことから

山火事が起こりやすい時期です。
　長野県では、１年間に発生する山火事の約 60％が春先３月から５月に
発生しています。山火事は消火が難しく、広範囲に被害が及ぶ危険性が高
い火災です。原因のほとんどは「火の取扱いの不注意」ですので、一番の
被害対策は一人ひとりの『山火事を発生させない！』という心がけです。
　墓参りの線香の火種が山林 170ha に延焼したとされる事例もあります。
「忘れない 豊かな森と 火の怖さ」。大切な森林を守るため、屋外での火の
取扱いに十分ご注意ください。

みどりの少年団交流会開催  

高校生による募金活動

長野県募金総額 円平成 年

ご協力をいただきました「緑の募金」は、里山の手入れ、
みどりの少年団の育成などに活用させていただきました。

森林環境教育指導者研修会開催

人づくり

美しい信州の緑や森林づくりのため、「緑の募金」に協力をお願いいたします。

ＡＣ長野パルセイロ試合開始前の
募金活動

「緑の募金」しくみ
・家庭・街頭・職場・企業・募金箱

 

ご協力ありがとうございました  

活用

ミス日本みどりの
女神による募金活動 

森林整備 緑化の推進

公募事業 植樹祭

募金金額に応じて「オリ
ジナル」「木製」「鹿革全
色」のピンバッチを差し上
げております。多くの皆さ
んの身近で輝くことで森林
が元気になります。

公益財団法人長野県緑の基金
長野市大字南長野字幅下 長野県庁内
℡ （内線４８１８）
Ｅメール

公募事業
（緑の募金公募事業）　5.1％

(公社）国土緑化推進機構の
中央事業
（海外植林、公募事業など）  3.6％

募金活動経費　　
（募金運動啓発、募金資材など） 14.2％　　  

人づくり事業
（みどりの少年団の育成、指導者の養成など）
22.5％

緑化の推進事業
（公共施設の緑化、緑化木の配布植樹、
育樹祭の開催など）　54.6％

緑の募金の使途

ふるさと信州に緑の輪を広げようふるさと信州に緑の輪を広げよう

平成29年５月に発生した林野火災平成29年５月に発生した林野火災

山火事予防のパトロール山火事予防のパトロール 【森林づくり推進課】
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平
成
三
十
一
年
二
月
十
四
日
に
、
塩
尻
市
「
長
野

県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
新
た
に
林
業

士
と
し
て
認
定
し
た
三
名
に
、
認
定
証
書
を
授
与
し

ま
し
た
。

　

林
業
士
は
、
森
林
・
林
業
を
け
ん
引
す
る
地
域
リ
ー

ダ
ー
で
あ
り
、
二
年
間
で
延
べ
四
十
六
日
間
の
研
修

を
終
え
た
の
ち
に
、
書
類
や
面
接
に
よ
る
審
査
を
経

て
認
定
し
ま
す
。
こ
の
林
業
士
制
度
は
長
野
県
独
自

の
も
の
で
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
の
四
十
五
年
間
で

五
百
三
十
六
名
を
認
定
し
、
県
内
各
地
域
で
活
躍
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
式
で
は
、
審
査
委
員
長
の
菅
原
聡
様（
信
州

大
学
名
誉
教
授
）か
ら
「
広
い
視
野
で
自
ら
行
動
す

る
林
業
士
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
長
野
県
林
業
士

会
会
長
の
飯
森
幸
彦
様（
岡
谷
市
）か
ら
は
「
一
人
で

活
動
す
る
の
は
大
変
で
あ
り
、
林
業
士
会
に
入
っ
て
仲
間
と
も
に
活
動
を
し
て
ほ
し

い
」
と
の
お
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
﨑
明
林
務
部
長
か
ら
認
定
証
書
を
授
与
さ
れ
た
後
に
、
認
定
者
を
代
表
し
て
橋

本
拓
様（
安
曇
野
市
）が
「
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
活
動

を
し
た
い
。」
と
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
認
定
し
た
三
名
の
新
た
な
林
業
士
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
、
里
山
の
利
活
用
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
に
御
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
！　

新
た
な
林
業
士
！

　
「
森
林
防
災
」
と
「
木
材
生
産
」
の
両
立
を
図
る
た
め
に
は
、
崩
壊
危
険
地
を
あ

ら
か
じ
め
把
握
し
、
危
険
な
場
所
で
は
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
、
安
全

で
は
生
産
性
の
高
い
場
所
で
木
材
生
産
を
行
う
と
い
う
経
営
判
断
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
近
年
発
達
が
目
覚
ま
し
い
I
C
T
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
森
林
経

営
管
理
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

I
C
T
を
活
用
し
た
森
林
経
営
管
理
方
法
を
考
え
る
た
め
に
、
平
成
三
十
一
年
二

月
六
日（
水
）に
、
長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
今
、『
森
林
防
災
』
と

『
木
材
生
産
』を
考
え
る
」と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー

も
所
属
す
る
災
害
低
減
共
同
研
究
機
関
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し
、
長
野
県
内
外
の

先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
や
、
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
会
場
で
の
質
問
受

付
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
を
聴
き
な
が

ら
熱
心
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
質
問
入

力
を
し
て
い
る
参
加
者
の
姿
が
見
ら

れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
よ
り
熱
気
が
こ

も
っ
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
の
資
料
は

左
記
U
R
L
ま
た

は
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

https://drive.google.com
/drive/folders/1M

V
rtPY

M
R
7qtf6e-

X
bH
R
U
CnfM

V
uEt_Q

J3

平
成
三
十
年
度　

平
成
三
十
年
度　
　　

  
長
野
県
林
業
士
認
定
証
書
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た

長
野
県
林
業
士
認
定
証
書
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た

 

【
信
州
の
木
活
用
課
】

 

【
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
】

【林業士】

橋本 　拓
安曇野市

【林業士】

荒山 雄大
大町市

【林業士】

橋詰 一生
麻績村

スマートフォンによる質問受付の様子スマートフォンによる質問受付の様子

シンポジウム資料シンポジウム資料
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 お知らせ

【森林政策課】

里やんと山ちゃんからのお知らせ

里山整備利用地域の紹介 ～長野市浅川地区～

へ？ 何だろう？？  聞いたことない…なあ…

林福連携か…、これから注目だね。

もともと、支援員の方が伐採した木で薪を作っていたんですけど、これからは、里山整備利用
地域に認定して、地域の団体や自治会の人たちとも連携して進めるんですって。

なるほど～！就業の機会にもなるし、森もきれいになるよね。

森にいろんな人が関わってくれると嬉しいね。
里山整備利用地域って、社会にも貢献する、「三方よし！」だね !!

森林・林業の「林」に福祉の「福」で「林福」ですよ。福祉の分野で森林を利用してもらうって
ことでしょうかね。長野市の浅川地域では、障がい者就労施設の利用者の皆さんが、伐採した木を
薪にして販売しているんですよね。

今回は長野市の里山整備利用地域「長野市浅川地区」を紹介しましょう。
里やん、「林福（りんぷく）連携」って聞いたことありますか？

そうなんですよね。地域の人たちも障がい者就労施設の活動を応援してくれていますしね。
林福連携のような新しい取組が増えてくると、森林を訪れる人も増えて、地域の人も里山に
関心を持ち続けてくれるようになりますよね。

伐採地（萌芽更新）の様子 トラックによる薪の運び出し



県森連だより
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長
・
城
風
人
様
、
中
部
森
林
管
理
局
森

林
整
備
部
長
・
川
戸
英
騎
様
、
農
林
中

央
金
庫
関
東
業
務
部
部
長
・
竹
渕
晶
代

様
、
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
栄
村
森
林
組
合
・
桑
原
重

雄
組
合
長
を
議
長
に
、
第
１
号
議
案
・

平
成
30
年
度
事
業
報
告
等
か
ら
、
第
9

号
議
案
・
役
員
退
任
慰
労
金
の
贈
呈
に

つ
い
て
ま
で
の
全
9
議
案
が
審
議
の

上
、
原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
は
役
員
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
、
1
名
の
理
事
が
当
選
し
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
系
統
利
用
優
良
森
林
組

合
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
及
び
永
年
勤
続

職
員
表
彰（
専
任
職
員
15
名
、
技
能
職

員
21
名
）が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
長
野
森
林
組
合
・
伊
藤
賢
治
様
か

ら
謝
辞
を
い
た
だ
き
、
総
会
の
全
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
の
第
82
回
通
常
総
会
が
平

成
31
年
2
月
28
日（
木
）に
長
野
県
林
業

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
、
来
賓
・
会
員
の

皆
様
に
多
数
出
席
を
賜
り
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
は
、
林
和
弘
副
会
長
の
開
会
に

続
き
、
藤
原
忠
彦
会
長
よ
り
、
ま
も
な

く
元
号
が
改
ま
る
本
年
は
森
林
組
合
を

取
り
巻
く
環
境
が
多
く
変
わ
る
年
で
あ

り
森
林
組
合
系
統
も
飛
躍
元
年
と
な
る

よ
う
願
う
旨
、挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課

　

本
年
4
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
、
森
林

平
成
31
年
度
事
業
計
画

（
総
括
・
概
要
）

平
成
30
年
度
事
業
報
告

（
総
括
・
概
要
）

平
成
平
成
3131
年
度
年
度  

長
野
長
野
県
森
連
通
常
総
会
開
催

県
森
連
通
常
総
会
開
催

　

本
年
は
森
林
・
林
業
を
巡
り
多
く
の

動
き
が
あ
る
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
行

政
機
関
、諸
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、

会
員
へ
情
報
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、

会
員
の
意
見
を
行
政
機
関
に
伝
え
る
役 ����������������������� � � �������� ����� � � ����� � � ����� � �������� ���� �������� ����� � ����� � ����� � ���� 謝辞を述べる伊藤賢治氏謝辞を述べる伊藤賢治氏

藤原会長による挨拶藤原会長による挨拶

経
営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
に

つ
い
て
、
会
員
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
一
方
、
既
存
の
森
林
整

備
関
係
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
問
題

点
や
課
題
を
会
員
か
ら
意
見
集
約
し
、

県
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

研
修
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
公
認

会
計
士
等
の
専
門
家
を
活
用
し
た
森
林

組
合
経
営
改
善
支
援
事
業
を
継
続
し
会

員
へ
の
助
言
、
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
材
販
売
に
つ
い
て
は
、
受
託
・
買

取
販
売
、
国
有
林
の
シ
ス
テ
ム
販
売
、

他
県
森
連
と
の
連
携
に
よ
る
広
域
販

売
な
ど
に
取
組
ん
だ
結
果
取
扱
い
高

２
８
７
千
㎥
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
他
、
県
、
国
、
関
係
機
関
、

関
係
各
員
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

割
を
担
い
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
林
業
従
事
者
確
保
へ
の
取
組

み
、
森
林
保
険
の
加
入
推
進
、
森
林
組

合
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
更
な
る
充
実
・
強
化
に
向
け
た
取

組
み
を
行
い
ま
す
。

　

関
係
各
位
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
木
材
需
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
安
定

供
給
に
努
め
ま
す
。



■ 8 ■

私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 31 年度 平成 31 年度 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語その手から つながる未来 広がる緑その手から つながる未来 広がる緑

国立研究開発法人森林研究・整備機構 
森 林 整 備 セ ン タ ー
長 野 水 源 林 整 備 事 務 所

長 野 県 水 源 林 造 林 協 議 会
所　長　春 原  武 志

会　長　中 村  武 雄

信州木材認証製品センター
副理事長　齋藤 　廣
副理事長　髙田 幸生

専務理事　小島 和夫
事務局長　松本 寿弘

理 事 長　宮崎 正毅

長 野 県 猟 友 会
一般社団法人

会　  長　竹入  正一

長野県山林種苗
　　　協同組合

理 事 長　冨澤  修一

長野県木材協同組合連合会
理 事 長　宮崎 正毅
副理事長　佐原 良彦
副理事長　都築 　透
副理事長　大久保陸男

副理事長　宮野尾 宏
副理事長　麦島 照幸
専務理事　小島 和夫
事務局長　松本 寿弘

林業・木材製造業
労働災害防止協会 長野県支部
支 部 長　宮崎 正毅
副支部長　髙田 幸生

専務理事　小島 和夫
事務局長　阿部 勝彦

長野県林業労働財団
長野県林業労働力確保支援センター

一般財団法人

山口 勝也理 事 長

長野県林業団体協議会
副 会 長　宮崎 正毅 副 会 長   水本 　豪

会　  長　高田 幸生

長野県森林組合連合会
副 会 長   林　 和弘

代表理事会長　藤原 忠彦
代表理事専務　髙田 幸生

一般社団法人

長野県林業センター
理 事 長　藤原 忠彦
副理事長　宮崎 正毅

副理事長　水本 　豪
常務理事　 塩入 　茂

長野県治山林道協会
会　 長　羽田 健一郎 役職員一同

名
誉
会
長

理
事
長

代
表
監
事

監
　
　
事

長野県林業コンサルタント協会
一般社団法人

羽田 健一郎理 事 長

〝森林・林業の総合アドバイザー〝

〒382-0045
長野県須坂市井上 1700－17
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 31 年度 平成 31 年度 
育樹運動標語育樹運動標語君の手で 大きく育てる 緑と未来君の手で 大きく育てる 緑と未来

松本地域森林林業振興会
役職員一同

下伊那山林協会
役職員一同

上伊那山林協会
役職員一同

諏訪地域森
も り

林づくり
・林業振興会 役職員一同

木 曽 山 林 協 会
会　長 役職員一同貴 舟　 豊

佐久森林林業振興会
役職員一同

長野地方緑化推進委員会
会　長 染野  隆嗣 役職員一同

上小林業振興会
会　長　羽田 健一郎 役職員一同

長野県森林組合長会
林　 和 弘会 長

長野県造林協会
会 　 長　藤原  忠彦

長野県林業
　薬剤防除協会

会 　 長　牧　　司

株式会社 モリレン長野
代表取締役社長　田中 髙德

損害保険代理店・環境事業計画施工・墓石

専務取締役　室賀 秀樹
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 31 年度 平成 31 年度 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語その手から つながる未来 広がる緑その手から つながる未来 広がる緑

一般社団法人

長野林業土木協会
　役員一同木  下 　 修 会 長

本社　長野市大字稲葉2413 3　☎026 224 8708

代表取締役社長 洞　 和雄

日本林業土木株式会社
長野出張所 所　長　竹内 正比古
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-227-6185

株式会社 長 野 林 友
代表取締役　清水  信之

長野市大字稲葉 2413-3　☎026-226-7741

長野国有林森林整備協会
副 会 長
会  長

事務局長
長野市大字稲葉字母袋沖 612-2　☎026-285-9070

林　 和弘
花見 隆夫

酒井 省三

株式会社 森林テクニクス
長野市松岡 1-16-34　☎026-214-9271

長野支店

㈱中部森林技術コンサルタンツ
 長野支店

支 店 長　長谷川　洋
長野市大字稲葉中千田沖 2040-2　☎026-224-8710

一般財団法人

日本森林林業振興会 長野
支部

支 部 長　土田 　薫
長野市大字稲葉 2413-3　☎026-226-0915

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木）国有林土場等活用委託販売市売日
花まつり
第45回全木協連優良
国産材製材品展示会
4月20日（土）

春季謝恩市
4月23日（火）  

4月 4日（木）
春季謝恩市
4月24日（水）

4月16日（火）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

４月の市売りのご案内４月の市売りのご案内

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

一般社団法人

日本森林技術協会
長野事務所 所　長　井上　康
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-217-2660

南佐久北部森林組合
佐々木 定男代表理事

組 合 長

木曽木材生産事業協会
木曽郡上松町荻原中島 1579-3

会　　長　大 井  　仁

北信木材生産センター協同組合
長野市大字穂保字中ノ配 342

代表理事　竹下 元治
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 31 年度 平成 31 年度 
育樹運動標語育樹運動標語君の手で 大きく育てる 緑と未来君の手で 大きく育てる 緑と未来

木 曽 森 林 組 合
神村 光雄代表理事

組 合 長

木曽南部森林組合
役職員一同坂家 重吉代表理事

組 合 長

松本広域森林組合
役職員一同吉田 満男代表理事

組 合 長

北信州森林組合
役職員一同中山 稿一代表理事

組 合 長

栄 村 森 林 組 合
役職員一同桑原 重雄代表理事

組 合 長

長 野 森 林 組 合
役職員一同酒井 美明代表理事

組 合 長

諏 訪 森 林 組 合
役職員一同

上伊那森林組合
役職員一同

もりもり上伊那

白 鳥　 孝代表理事
組 合 長

和 合 森 林 組 合
役職員一同村澤 博光代表理事

組 合 長

根羽村森林組合
役職員一同

信州根羽すぎ・根羽ひのき

大久保 憲一代表理事
組 合 長

下伊那郡根羽村 407-10

南木曽町森林組合
藤原 和年代表理事

組 合 長 役職員一同

役職員一同

飯伊森林組合
林　 和弘 古田 芙士代表理事

組 合 長
代表理事
顧 問

吉澤 悦史常務理事

佐 久 森 林 組 合
役職員一同

緑を育て山を守る

山岸 喜昭代表理事
組 合 長

南佐久南部森林組合
藤原  忠彦代表理事

組 合 長

レストラン　四季の味　樹木里

南佐久中部森林組合
黒澤 和夫代表理事

組 合 長

信州上小森林組合
役職員一同

緑の担い手

倉沢 明人代表理事
組 合 長
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